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ツベルクリン反応の注射部位による差異

第1報2,000倍,10,000倍 稀 釈 液 を用 いた

前臆屈側 と伸側 との比較

国立予防衛生研究所

研 束 恒 夫。 前 田 道 明 ・柳沢 謙

(昭和29年2月6日 受付)

緒 言

ツペルク リン反応 検査術式 については,古 来多 くの研

究が行われ,特 に ツベルク リン稀釈液 の濃度が問題 とさ

れ てきたが,現 今わが国では,左 或いは右前臆屈 側の皮

内に2,000倍 稀釈液を0｡1cc注 射 し,48時 間後に判定

する方法1)e=統 一 され,広 く全国で実施され てい る｡

しかるに欧米諸国では未だ に注射 部位 ・濃度 ・判定時

聞等が研究者 によ りまちまちで統一 されておらず,そ れ

ぞれの基準 に従つて反応 の陰陽を規定 している現 状であ

る｡す なわもPalmer2)を 始 めWorldHealthOrgani-

zation(W.H.O・)の 研究者3)4)は 前搏伸側 に注射 し,そ

の硬結の大きさで陰陽を判定す る方法を用 いてい る｡

そこでわが国 の術式 と欧米 で実施 している方法 との関

係を検討するために,前 臆 の屈側及び伸側に同一稀釈の

ツベル クリン液 を注射 し,そ の反応 の状態 について比較

を行つ てみた｡

調 査 方 法

1)亥 豫 集 団及び実施時期

昭和28年7月 に静岡県駿東郡某町,小 ・中学校2,448名

の男女生徒に実施 した｡な お この集団は昭和24年12月 以

来6カ 月毎に ツベル

ク リン反 応 を 検 査

し,陰 性及び疑陽性 こ

者にはその都度乾燥

BCGワ クチン(O.04

mg,皮 内注射)を 接

種 している｡

2)使 用 ツベルク

リン

予研 製Lot.No

3の ツベル ク リン原

液を棚砂｡棚 酸緩衝

液で,2,000倍 及び 一

10,000倍 に稀釈 した

ものを用いた｡

3)注 射方法及び

判定

全対象を2分 して1

群には左の前搏屈 ・

伸側 に2,000倍 液,右 の前臓屈｡伸 側 に10,∞0倍 液を

注射 し,他 の1群 には この逆 にそれぞれO.1cc宛4カ

所 に皮内注射 して,48時 間後 にその発赤 ・硬結等の反応

.をそれぞれ計測 したφ

調 査 成 績

1)発 赤:ま ず屈側 と伸側 との 関係 を見 ると第1図

～4図 に示 した通 りで2,000倍,10,000倍 液のいずれ に

おいて も左右共に大体 よ く相関 しているが,そ の大 きさ

を比 較すると若干屈側の方が大き くなつている｡又 伸側 、

においては陰性及び疑陽 性であるが,屈 側においては陽

性の ものが2,000倍 稀釈液では2,448例 中416例(17・0%),

10,㎜ 倍稀釈液では2211例 中598例(27.1%)あ つた｡

次 に両者の度数 分布を見 ると,第5図 及び第6図 に見

られる如 くであつてその分布状態 を異 にし,発 赤平均値

は伸側 より屈側がやや大 き くなつている｡

2)硬 結:屈 側 と伸側 における硬結の関係は第7図

～12図 に示す如 く発赤 の場合 とは逆 であつて,2,000倍,

10,000倍 液共 に伸側の方が強 く,特 に屈側では触知 でき

ないもので伸側において 硬 結 を 触 知 し得 るものが,

2POO倍 稀 釈液 において2,448例 中848例(34・7%),10,000

Table1.Comparisonofthetuberculinreactionpositiverateindifferent

sitesoftheskin.
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倍稀釈 において2,211例 中543例(24.6%)も 認め ら

れた｡

3)二 重発赤:屈 側よ り伸側に多 くその形成を認め

た｡

総 括 及 び 考 按

ツベルク リン反応 が同一個体において もその注射部 位

に よつて発現の様相 が異 ることは,岡｡新 津5),小 池6),

Griep&Duinkerの,H6ckert8)等 によつ ても報 告され

ている ところである｡な かんず く,前 臓 において屈側 と

伸 側 との違は著 しい ようであ る｡

1)ま ず発赤につ いては,い ずれ も陽性 のものにおい

て も伸測 よ り屈側 の方が大 き く出ているものが多 く,又.

弾劒においては陰性及び疑 陽性 であるが,屈 側 において
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は陽性の ものが相当数においてみ られた｡

又 この発赤 の度数分布は第5図 及び第6図 に見られ る

如 く,2,000倍 で屈側においては20mmを 示す もの

(20%)を 頂点 とし約10～26㎜ に亘る比較的急な峰を

示 してい るが,停 側 においては18～20mmを 示す もの

(8%)を 頂点 とし約4～30mmに 亘 る比較的低 くなだ

らかな峰を示 していて,分 布状態を異に している｡

2)硬 結については発赤 とは全 く逆な傾 向を示 してい

るoこ の ことはHδckert8)の い う如 く,屈 側 と伸側では

その皮朕 の構造 において真皮内の毛細血管及び乳頭突起

の単位面積当 りの分布な どが異 るためか,或 いほ抗体 の

分布の違 いに起因 しているもので は な い か と考え られ

るo

一 一一18-一 一
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又屈 側と伸側の相関 々係 を

見るに(窮7～10図)大 きさ

に若 干の相違 こそあれ,屈・伸

側共に硬結を形成 してい るも

の と,屈 側においては形成 し

ていないが,伸 側においては

6mm以 上の硬結 を形成 して

いるものが34.6%(2,000倍),

24.9%(10,000倍)も あること

は,そ の分布状態か ら見て注

目すぺきことであ る｡

我 々は野辺地 ●柳沢等1)の

判定基準に従 つて前臓屈側に

おいて発赤の平均値が10mm

以 上のものを陽性 としてい る

のであるがW.H｡0.で は,

Palmerの 基準2)に 従つて伸

側 における硬結の6mm以

上 を陽性 としている｡こ の両

基準 に従つ て本成績 を見 ると

第1表 に示す如 くでわが国の

基準 に従えば,そ の陽性率 は

91.2%で あるが,Palmerの

基準に従 えば68.5%と 著 しい

差があ る｡この相違はPalmer

の硬結6mm以 上 を陽 性 と

する根拠 となつているのは,

強いアレルギーを示す自然感

染者 を対象 とした反応 の度数

分布か ら来 てお り,入 種が異

な り,又 本集団の如 く,BCG

接種者を主 とす るよ うな感作

度の異なるものにす ぐ適用 さ

れるか どうかはなお検討 を要

するところであろ う｡

Ptg｡5・ σo磁parigon8t夢engthoftubereuユinrea¢tionon七heflexor&捻dし

ex七e聡80コPsideoft込e1辱ig勤Lta轟dleftfo,ea㎜byユ 客2,00◎OT｡
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屈｡伸 側別に見た左右前臆の差 は相関図及び度数分布

図において見 られる如 く,ほ ぼ同様の分布 を示 し,推 計

学的に有意の左右差は認め られ ない｡し か し只陽性率の

比較において,2,∞0倍 稀 釈液の場合 では発赤 ・硬結 ・

二重発赤 のいず れにおいて も有意の左 右差 は認め られな

いが,10,000倍 稀釈液の場合 には推計学的に有意の差が

認め られている｡こ の ことは10mm以 上を陽性 とする

2,000倍 稀釈液 の場合の判定基準を10,㎜ 倍稀釈液の

場合に も仮に当てはめたために,5～9mmに 分布する

弱反応 の度数 の若干 の測定 差が陽性率 に大 きく影響 した

ためか,或 いは2,000倍 稀釈液ではその反応 が相当 に強

く,左 右差を超越 したが,10,000倍 稀 釈液 とい うよ うな

高度稀釈の ものでは,反 応 の惹起 能 力 が 弱 く,既 往の

BCGの 接種部位か らの遠近等 の影響 により左右差が有

意 に現れたのではないか とも考 えられ る｡

3)二 重 発赤形成率の差は第1表 に見 られる如 く明 ら

か に伸側が多 く出てい る｡こ の伸側の二重 発赤は硬結 と

ほぼ同 じ大 きさの内側の発赤の周りに幅約2～3伽 の

紅暉をめ ぐら してい るものが多 く,屈 側におけるよ うな

外発赤の大きい二重発赤 とはやや様相を異に している｡

結 論

ッベル クリン稀釈液2,0∞ 倍及び10,000倍 を左 右前

博屈側及び伸側に4ヵ 所注射 してその反応 を種 々検討 し

た結果を要約 する と次の如 くであるe

1)発 赤 はその陽性率においても,又 その程度におい

ても左 ・右前 瞬共 に伸 側よ り屈側が優つてお り,そ の分

一19



214

Fig・7.Cerrelationdiagram｡findUrationタig｡9｡らCorreユat工ondiagranofi鍛du己ratio編

｡ntheflex｡r鋤dexte粥｡rside｡fright℃ntheflex｡ra駆dext｡ns｡r8ide｡fright

ferearmbyユ82撃OOO◎T.forearmby1:10,0◎OOT・

皿ex◎r8idetF=Lexor8ide

灘12争 争豊18雛:1胃ll;雑 獄1勃 薯 灘'lll胃i瀧 竃ll離1;:類欝 雛 薯
o・.}5k:7∵ ∵:ll:1∵ …y心0入1軌:,"器 二け こ=・,、7錫

2-3':二,?躯3i.:Nl'll6

恥5i・ 一 ・ 二 ・=に 柵 ∫ 影 ・ti多1・' .雑

6へ7曇:… 芸 、2}6へ7糠i・ ご ・ ぐ29

8-91;・ 二X:・ ・.92喰8--9111;::1¥貸 ご ・・

eleへ 日 欝 ・lN二1{{〈:腎160◎lo～ 日 ・羅 二.肇 誌 ン ・!ら59

剛籍.◎ 鳶態1∵1『"、::霊 隊灘,麟 ＼ 裁 → 、 努

繋 、黛欝総1.1瀬1㎡ 藤 ＼ ♂.1
2与一・?ぎ謁.㌦ ∵;1二1∵1・L:鴨 … 補%【 ・25:t・ 覇;・ ㌔ ・9

26・一・nyL・ ㌘1乳 …"169励 ぜ ・ ・ φ ・ 矯5

8鞠・2s・ ¶ ㌧1・ ・ 旬 ・ 日 り{トク脅:の ゆ"3

こ〉◇～3婁'.・230{31づ ㌦ ・ 轟 毎

蓼 ・-33鰯'・ 壱2初{・33、 蓼

3与}'・15'31y-v｡0

了5t■iド}嚢 辱・毒ら2曾 与87序8与7355ん4肇5隆!～ も》2206Tot～ 爵6」 ㍉・8」 」◎ 曝63?30332も 、日53二 弓～ 毒 、200嚢 縁

Fig｡8癖Coxrelationdtagraxrtofinduratien】 吐9｡ユO.COTreユatio蕊diagramofinduration

o捻theflexora口de其ten80rsideofユefto口thenexorandexten6er8ideofleft

forearnby132,0000T｡forea笈 匝 可1310,0000T｡

皿ex◎zrside-.万 昭1exor8ide

亀灘?龍 鷲 駕 嵩:lll;:難男翻 灘 灘 糧1胃}∵ ζ舗 癩1:鎧舗1慧 羅

G-1313・ ・ ∵ 三 二・1∵ ・ ・ …SS70～1'髄 ・:=:;:;llコ ニ:∵ ・ ・
tち

2-3・ ＼ ㌦

＼32～3・ く;シ ・'・ り 毒2与
一5;J＼ ・1♂12ト5ii・'メ …18

捻:糠 ＼1家 ピ!lllこ 磁
う,＼1:.∴ ・聖.・"

li穣.蒸 泌 ㌃_li鞭 月i∴i蕪.,:.,海

欝1灘 ジ1海馨ll:藻＼1
32、33・32F33'◎

涛 ㌔σの .善,・73,l

Tbtbげ73223?2i皇 塾乳53ワ9ら 幅 ら15ら2三 〇 ら311日 昭670t釦6i641・ll622編37械25、331甕lOOO}eも

布状態 も違 つていた｡

2)硬 結は発赤 とは逆 にその触知率 もまた その大 きさ

の程度 も,左右両前脾共 に屈側 よ り伸側が優つてお り,特

に屈側陰性で伸側陽 性のものが,2,000倍 稀釈液 において

34・7%も あ り,明 らかに伸側の方が強 い反応を示 した｡

3)二 重発赤の形成率は屈側 よ り伸 側が多かつた｡

4)以 上の ことは2,000倍 を用いた場合 も10,000倍 を

用いた場合 も程度の差 はあ るがほぼ同様 の傾 向を示 した｡

稿 を終え るに当 り本調査 に種 々御 協力下 さつた町役

場,学 校増韻 各位並び に当研 究室 の諸氏 に衷心 より感

謝 の意 を表す る次第 であ る｡
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